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緩衝用粘弾性体として近年開発されたシリコーン8ゲルの動的性質の周波数依存性，

温度依存性，ひずみ振幅依存性，平均ひずみ依存性について検討した.その結果，基

準状態における動的性質から任意の状態に於ける動的性質を推定する方法として拡張

された換算計数法が有効であり，基準状態に於けるシリコーン日ゲ、ルの動的性質は分

数階微分VoigtModelの動的性質の式を補正することによって表すことができる.
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1. はじめに

近年， CDやハードディスクドライブなどの比

較的軽量な精密機器が，振動と環境温度の変化

を伴うところに据え付けられて使用されること

がある.これらの防振には粘弾性体による防振

支持が有効であるが，その設計には粘弾性体の

動的性質の各種依存性について十分把握してお

くことが重要である.

本研究では緩衝用粘弾性体として近年開発さ

れたシリコーン8ゲルを対象として，動的試験

を行い，その動的性質の周波数依存性，温度依

存性，ひずみ振幅依存性，平均ひずみ依存性な

どについて検討をした.その結果，基準状態に

おける動的性質から任意の状態に於ける動的性

質を推定する方法として拡張された換算変数法

(])が有効であることが解った.そして基準状態

における動的性質は分数階微分 VoigtModelの

動的性質の式を補正して表すことができた(2)の

でここに報告する.

2. 動的試験

2. 1 試験法 MTS社製エラストマー試験シス

テムを用いて，位相差法で動的性質を求めた.

この試験法ではまず 試験片に正弦変位
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x=xocos ωtを与え，それに対する反力

F=凡COS(IωI(+δ) (1) 

を測定し，貯蔵剛性K'と損失剛性K"を

K' = Fa cos δ/柄。， K" = Fa sin δ/ Xo (2) 

より求め，貯蔵弾性率E'，損失弾性率E"を以下

のように求める.
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ここで， sfは接触面との拘束に関係する係数 (3)

である.また， βは粘弾性体の形状と寸法に関

する係数で，今回は円柱形状より以下の式で表

される.

β=λ/H=竺 (4)
4H 

2.2 試験条件 動的試験条件を以下に示す.

圧縮平均ひずみEを 10.0%，ひずみ振幅εを

2.0%に固定し，試験片の温度を-400Cから 1000C

まで8段階に設定し，各温度において周波数を

0.01 [Hz]から 200[Hz]まで変化させて動的試験

を行った.また試験片の温度を 200C，8を 10.0%

に固定し， ε==0.1，0.2， 0.5， 1.0， 2.0， 5.00/0 

に変化させた場合と，試験片の温度を 200C，εを

2.0%に固定し eを2.0，5.0， 10.0%に変化さ

せた各場合に対して，周波数を 0.01[Hz]から
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